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変化が多いが，・深けに向って安定し・大依三暦で・その

李均の厚さは61cm『あり，採掘に際しては三…層が同一加

背で稼行出來る。炭質は雫均6，000カ』・旦一内外の優良

炭でその埋藏量ぽ確定推定含計7万8千聴で多くはない
　　ホが，狭小範囲に，まとまり採掘計画の樹立が容易である。

唯坑口現場から県道迄の山斜面1，000m間は蓮搬設備を1

要するが，．餐坑口を蓮ねる水弔ト・機橋と山元迄の自転’

捲索道を架毅すれば簡軍に施策出來る。　　、　　　〆

　目下五ケ旧坑の取り明けを行v・，坑道の墜備を完了し

ているから・月産300醜程度の出巌嫉困難でない・之等r

有利な点につv・ても，今後当地域内に於v・ては緊急開発

の対象区域となるものと思考する。　　　　　　　　　む
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Cupriferous　Pyrite　Deposit　of翫e　Jiro

　　Mine，Tokushim我Pre鞭ture

　　　　　　　　by
　　　　　　T6ru　Kikuchi

　Jiro　mine，＆bout20miles　from　Tokushim段

City，Shikokulsland，ドisoneoftheoldcuP一、
per　mine3in　Japan．　　　　　　l

　The　cupriferpis　pyrite　deposit　occurs　a！s

lenticular　beds　in　crystalline　Schist　composed

domidantly’of　b＆sic　facies　including　probably

diabase　of　iater　intrusion．　　　　“

　The　deposit　compri＄es柳ooredo嘩es・“Jiro”

a血dr‘Miyamae”respectively，ofwhighthe
former　being　rich　in　S二and　Zu，・while　the
1旦tteでin　Cu．

　Seein2　froln　geological　evidence，　a　con－

side撒ble　large　ore　reserve　may　be　safely

inferre（1．

●　　　　　　　11緒　　　言
　　　筆者は昭和23年2月から同10月までの間に，前後
　　　　　　　　　　　　　　　　コな
　　数回延日数約1ヵ月を費して，本鉱床の調査を行つた。

　　なおその聞地質調査所室佳正義地4名に依つて電気探鉱

　　も行われた。
　　　　　　　　ミヨウザイ　ジンリヨウ
　　　 本鉱床は徳島県名西郡神領村字南野問にある。鼎本銅
　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アゲイ
　　山に達するには・徳島駅前より「バス」にて鮎喰川を遡

　　　　　　　　　　　ウエツノ　　ること約32km，紳領村字上角（銅山の上角事務所あり）

　　に到り，此処から徒歩で約3．8km南すれば現場に達する。
－暫　〆

　　　鉱床附近の地形は極めて瞼峻であり，縄壁を形成して

　　いる所が少くない。気候は比較的温和で戸外作業に適し

　　てV・る。現場は標高400m乃至600mにあつて・，夏季

　　は涼しく，冬季は割合冷寒であるが降雪は極めて少い。

蓼鉱床部ゼ　鰍五万分一地形図r和食」参照
9

　　徹管．

　　　　　2地質及び鉱床概説
　本銅山附近の地質は北より三波川系1・輝線岩質岩2）　・

及ぴ秩父系である。三波川系は石英片岩を主とし，緑色

片岩・石墨片岩を鋏み，全体として：N80。～85QWの走

向を有』30。’一70。南へ傾V・てV・るg

　試掘鉱区の略中央を東流する憎支流3）を境乏して，南

側には輝緑岩質岩の分布を見る。本岩は細粒緻密の輝線

凝次岩質の物，中粒硬質の物及び粗粒の岩石並びに斑糎

岩質の岩石等より成立つてv・る・鏡下では，殆んど総て

の薄片は線泥石化作用を受けて居り，斜長石億その成分

を決定し難く，ソーシ芝ノ垢化し規のも見られ，蕪

石の一部にはウラ歩石化作用を蒙つているものもある。

　区域南部の秩父系は赤色チヤート暦及び粘板岩暦を主

としている。区域西部に於ては輝線岩質岩の分布は無

く・秩父系が直接舞晶片岩系に接してめるが・両者は漸

移状態を示して明らかな境界を有しない。しかもその漸

移帯は相当に厚く，少くとも数百mはある様である。そ

の聞両者の岩石が交互に出て來たり・両系の中間性質の

岩石が存在したりする。

　含銅硫化鉄鉱鉱床は上述の輝線岩質岩を母岩とし，そ

の中に比較的不規則な暦状をなして胚胎するものであ

ヤり，’線構避）が到然とし難く，『落し』の方向の推定は困

難なものが多い。なおこれら輝緑岩質岩は或程度動力変

成作用を受けて片理を有し』ているが，その走向傾斜は非一

常に不規卑であ？て，全般的な傾向を決定する事も大き・

な摺曲軸を求める事も出來なかつた。、

1）本地域の結晶片岩は，比較的変成作用が少V・檬に

　、思はれる。

2）輝緑岩並びにそれに類似の岩石に対』て本報告で

　はr輝線岩質岩」と総称して用v・るσ．
3）　鉱床寳胎の北側の小沢　　　・

4）堀越義一：別子型鉱床の形態的研究（員本学術振

　興会，学術部，第2小委員会報告1・昭和15年）
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　　＼　　第 6「 ・図

　鐘に接した母岩は変質して茶褐色乃至黒色を呈し，所

謂「鐘の内」を形成する・

　鉱体は概ね暦状を呈するが，膨縮が著しV・。1走向・・傾

・斜は各鉱体によ，り多少の差があるが・大依N309～80。耳

600S耳～垂直を保つている。

　本鉱床の主なる鉱体は後述する吹郎鍾及び宮前鐘であ
　　　　　　　　　ツロカヱ　るが，・その他鉱区内には榮鍾等探鉱不充分な為鉱諏が2・

3ある。更に探掘鉱区中のr山くずれ」の下にも鉱諏が

存在するものの様である。叉鉱区外東西両方向にも相当

広範臼に鉱床露頭を確認し為。それらの配列方向は大依

N800Eである。

　　　　　　　3鉱．床各説

　A．次郎鑓
　本鉱床の主体をなす鉱依であり，鐘山事務所の北西尾

根9中腹に膝胎して粋る・走向N80。E・傾斜・80喉乃・

’至垂直。（サー75）5）点附近に最も大き』な露頭を有し，rヤ

ケ」の走向傾斜N60。E，80。Sで鐘癌は1m前後であ

る。その他の2，3の露頭が走向延長上に存在している。

　過去の探掘坑道は非常に．複難で相当広範囲に手を延ぱ

したもめの様であるが，現在は殆んど入坑出來ず，唯第

5図に示した坑道に於てのみ調査可能である。、

・鐘幅は0。3m～4mで，時に1よ5m域上に達ずる。昔は’“

高品位鉱のみを探掘の対象としたので，Cu4％前後の鉱　魅

石すら1曄道に燃遡て焔事があるぼ胸でなく、，

鍾幅の広》・所では両側，或は片側に鉱石を残してい為所

が多く，とれらは今後なお・探掘可能である。

　鉱石の大牛は細粒・硬質・豫密な含銅硫化鉄鉱である
’
が
，
完

全に黄鉄鉱ぼかりのものもあり，叉非常に多くの閣

紬粒の閃亜錯鉱を含有しているものもあるo場所に依つ

ては此等閃亜錯鉱のみを，手選出來る程度の大きさの細

5）第4図に示したこ海らの記号は，地質調査所室佳

　正義勉4名に依つて昭和23年7月末より8月末
　、まで行われた電気探鉱の縢用いた記号を踏襲した。，

長いレンズとして挾有する事も多い。

　以上の鐘に交わる支脈が，第二坑に於て見られるが・・

　　　　　　　　　　　　　　　のドその厚さはα4m前後で，・矩向傾斜は到然としないが・

N60。～80・W，30。SW～水zFではないかと推定される。

　との鉱伽の下部は，1第；坑の昇り坑道を魔にして突然

消滅し，その下部にある第三坑の「たて入れ」に侭傘く

　出七來なV・。これほ次の御察事実に依り断暦によるもの’

　と結論した。

　（イ〉第二坑の昇り坑道（人道）を魔にしての鍾の切

　　　　れ方が極めて突然である。即ち，鍾幅3mもあ，
　　　　るものが突然切れた様に無くなつてぜる，

　（・ジ露頭及び坑内で鉱床が東落しであろうと思考せ

　　　　られる様な母岩の線構造が2，3見られる。

　（ハ）第二坑の昇り坑道（人道）最上部に鏡肌を多く

　　　　発見した。

　（二）同時に鉱石の小さな角礫（破埣粒）を非常に多1

　く含んだ断暦粘土（厚さ約30cm）を有する多くめ断暦

　面（N50。ん850W，63。～15。SW）を発見した等。・

　而して，それらの断層面は第6図に示す如くその上

　方（北方）に向つては粘土中峠硫化鉄鉱の破陣粒を極め

　て多く含んでいるが，下方（南方）の粘土中には全く含

んで喰跡ら正断駅あり・鉱床下部潮在の位蹴

　り北方に移動してv・ると推定される・・

　これに対し電気探鉱の結果の概略は次の如くである。

　・（イ）　自然電位差法で露頭附近に目然電位の異常を認

　　　　　　　■　　　　めた。

　“●（ロ）現在の鐘の位置より、40m北方の（ス山40）乃

　　　・至（サー35）点に掛けて僅かな異常を認めた。

　（ハ）比抵抗法でも，・現在の吹郎鑓1に該当する位置に

　　　　低比抵抗の分布を認めた。
　　　　　　　ロ
　（“）　（・）・と同じ場所に，比較的浅所に低比抵抗の

　　　　分布を見た。

　（ホ）　（ナ線）附近を境として東西両側で比抵抗が相

　　　　違しているのを認めた。

　最初の4項は地質的に予想した北方の鉱依が電気探鉱．

　に感じたもgと推定され，（ホ）は既述の断暦参（ト～ナ．

　線）で地表に表われるのであろ汐と考えられる。

　．以上の資料よりこの推定断暦面をN80QW，与60SW

邸碓鮭し，予邸れる弐郎横6）を作欧伽て

、示すと第7図の通りである。　’

　B．宮前鑓・、
　鉱山事務所への登路の途中，北側山腹に胚胎し，上記

　弐郎鐘に較べれば極めて小規模であるが，銅の品位が比

　6）以ゴ新鉱体を次郎北鍾と呼び，今迄のを次郎南鐘
　　　と呼ぶ6、　　　　、　　　一「
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岩質岩であり鐘に接した部分は，’粘

板岩乃至千板岩状の外観を呈するも

のが多い。

，露頭は2ヵ所見られ，第8図に

示した如くこれらの鉱休は別個のも

のと見倣した方が無難であろう6そ

の西側の竜のはN400E，東側のも．

のはN809Eの走向を示し，共に

南へ80。～8昏。傾いている。全体的

に無数の小断暦で切られ，非常に不

安定な胚胎飛態をしている。

鐘幅は“ずれも02m乃至0、5m

で，母岩の「ハサミ」が比較的多い。

1鉱石ほ次郎鐘に較べれば黄銅鉱に

富み，閃亜錯鉱は少く，磁硫鉄鉱を

少しく含んで來る。
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第7図　吹郎鐘断面投象図

　　　　　　　　ぺ　　　　4品位及び鉱1麺’
　　　　リモ　1（都合に依り印刷省略！　，

　　　　5没革・及び・現況
　本銅山の歴史は極めて古く，阿波q城主蜂須賀侯時代

に開発せられたと聞く。明治26年大阪の金沢仁兵術

ドが初めて操掘許可を受け，その後多くの鉱業権者を変え

た。最も盛況を極めたのは，大正の中葉と去ばれる。現

権者は東京の木部英感氏である。鉱慶番号ほ，徳島県採

登第16号及び同試登第2027号である。、’

　探鉱は今まで何も行われていなかつためが，現鉱業権i

者が本鉱床の操掘を再開する1こ当？て現技師長小田川三

生氏の努力と1一今回の調葦とに依つて，略鉱床の胚胎状

態を明らかにする事が出來た。

　操鉱は手掘を主として上向階段掘を探用している。目

下r切弱」は次郎坑内に10数ヵ所，宮雨坑内に2力勝，

実動中のものは前者，2－4ケ所，後者1ヵ所である。

　選鉱はすべて手選に．佐る乙月産200t（粗鉱）。クラッ

シヤー及びジツガーの設備せぼ多少壇産の見込あり。

　蓮搬・轍邊に関しては第9図の通りであるが，現在・

馬車蓮搬が諸負制で高働こつくのが欠点である。生毒は

目下月藻20～30t（精鉱）程度昏ある。

　　　　　6結　　、語、
銅の品位の比較的良好な事が本鉱山の生命であろう。

o

唯今の処確定鉱量が比較的少＼《が，これは今後の探鉱に

まっべきものがある。本調査結果から今後の探鉱方針を「

列記してみると家の通りである。、

　　　　メ　（イ）家郎南鐘が西方にどの様に変化してv・るかの調

　　　査の爲，これより西向きの鐘押坑道を掘進する

　　　事。
　（・）次郎一坑・二坑及び三坑の連緯性を蜘る爲の探

　　　鉱をやる事。
　，（ハ＞次郎三坑め両嬬の実態♪特にその下部への延長

　」　憐の確認を行う事。・，

　（二）次部北鐘の確認，’これには家郎一坑乃至二坑中

　　　よりN10。W方向へ40m内外の水李たて入
　　「れ坑道を下盤に向つて掘れぱよい。，

　（ホ）宮前鐘，東西両鉱体の蓮続性の確認等。・

　』なお，本概報には次の様な図表が附いているのである，

が，都合に依りその大部分は印刷を省略される・但し特

砲こ御希望の方に．は青写眞として差し上げる事が出來るか

ら申込まれたい。
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第1図／蜘銅雌翻
第2図’

第3図　次郎銅山鉱区丙地質概念図

第4図　弐郎銅山鉱床附近地質概念図

第5図　次郎鐘坑道図（鉱量計算図）

第6図　断暦概念図（本文中に印刷）F

第7図　次郎錘断面投象図’（本乗中に印刷）
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第8図”宮前鐘坑道図（鉱量計算図）

第9図次郎銅山鉱石蓮搬轍邊系統図

第孝表次郎銅自鉱右手均昂位分析表’

第2表郷鋤鉱礁位と腫
第3表　次郎銅山鉱石完全分析褒

　　　　　　　　　牽　
『　　．

第亀4表　次郎銅山鉱量計算表

第5．表次郎銅山各鐘別鉱量一覧表

第6表r次郎銅山品位別鉱量」覧表

第7表・次郎銅山銅・硫黄及び亜錯含有」覧表、

一第．8表　次郎銅山生壼実積表

　　　、隻一以・上一　（1949年3月稿）
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　　　　　　R6sum6、1
　　　　レ丁血eRe撃・rt・ftheEl㏄tric乱land．M鍛．，

　netie　Prospeeting　on‘もKiesl訊geで”

　Deposit　of　the　Jiro　CopPer　Mine，

　　　FTokushima　Pre墨ectur6．　、

　　　　　　　by

塾

　　　　Masayo菖hi　Murozumi
　　　　　　サ　The・reあP・sits、arec・mp。sed。fcupri’

’f6rous　pyrite　in　piabase，th今important

dep・sitsar6called取・andM至ya卑aeve鵬’
To　survey　the　dimensiol〕s　of　theJirovein＆nd

6xan享ine　the－relation　between　the　Jiro　and

th6．Miy段m孕e　vein，weOhave呂pplied．the　S。R

．andR・meth・ds・Wef・unds・meind1ρ亀ti・ns・

si血ce　theダare　se駄mS　due　to　the　existence　of

J丘o　vein，necessit鎮te（1　some　other　prospect－

ings　at　Westem　side　on　Ho．’1　段dit　level　or

more　upper’1eveL　And，alt　nearly’70m　nbrth、

of　the　portal　of　No．1＆dit，wq　found　a　weak

parallel　indication　to　the工iro　vein～therefore，

some　oth6r　prosp3ctings　are　necessary・on
this　positio阜，Witb　r“spe¢㌻’to　the　relation

between　the　Jiro　and　Miyamae’vein，・we
couldぬot－obtain　any　suf五cient　data　fof　the

purpose．　To　asce貢ain　t：he　posSibility　of．

・即gneticmet五〇dfororedepositofthistype』
we　measured　vertical　magnetic　compo気ents

with　Schmidt’s　M段9且etometer　on＄ever段1
traverse　lines　ngar　the　Jiro　vein，　and　ob－

tained　dOar』indi6ations（maxi血um’valu今，
600γ）along　the　Jho’vei血』【So，・we』have

ascert3inedthatthemagn¢隻ic’mサth・d’f・r．

・thi＄VeiniSe丘eCtiVe・・魯．『　〆ノ

　　　　　　要　　　約，
’徳島財鄭銅山の含銅硫化鉄鉱床に対して電気擦鉱法

及び繊気探鉱法による調査を行つえ乙

　電気探鉱においては次郎鐘り賦存瓶態及び同鐘と宮前

鐘との関係を知るため，自然電位法及び比抵抗法を実施

した。その結果次郎鐘の既知部及ぴ延長上に於いて両法

により比鯨的明確な示徴が得られ・一坑水準あるいはそ

の上部を更に西方へ探鉱を進める必要があると思われ

鳥叉その北魏こおv・てほ綱簿砕行に微弱な徴候を

得た。これに対して既知鉱床及び断暦等の事情からも鉱

床落在の可能性が推定されるのさ，弟の附近は更に探鉱

を行う必要があると思われる。次郎鐘と宮前鐘との関係

につV・ては到定に足る費料を得られなかつた。

磁気探鉱において1ま本鉱山の如き鉱床匠対する探査の

可能性を知るため，既知鉱床附近及ぴ電気探鉱にて鉱床

灘雛定し姻近臨いて試験的調査を行つた．そ

の結果前者に対しては最大600γに達する錯直磁力の変

化が認められたが，後者に対しては余り変化を認め鴛な

疹つた・次郎鐘に射しては磁気探鉱法も有効なことがわ、

　　　　　ず　　　　　　　　ノ
かつたので，今回測定を行わなかつた地点に対して，今一

後本法による調査を実施すること『が望ましい。

　　　　　　緒　　蓄
　昭和23年度におけう事業の一・とレて次郎銅山におい

て電気乗び磁気探鉱法による調査を実施した。敢にその

結果を糖銘．漏査に帥て瞠者の外欄趨，

・椥光佑が聯及び蕨雛糊本蹴．小鱗締．．
井』止正文が測量を姜旦当した。

　　　　　　　　　　　　　　　　5・　　　　　　　　　　、
1．．位置及び交遽

汽物理探鉱部

次郎銅山は徳島県名西郡紳領村大字大久保字西大久保．

に在る。同村上角部落の南方約3kmに当り，夫久保部
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